
 

 

 

 

 

〈87 人の再出発を支援〉 

 2009年 5月、「誰も社会からこぼれ落とさない」「大阪の

まちを大きなセーフティネットに」を合言葉に、路頭に迷

った若者たちの再出発を支援し始めてから、早や 5年がた

とうとしています。 

 この 5 年間、相談センターでは 87 人の若者たちを迎え

入れて、78 人を送り出してきました。（2014 年 3月 31 日

時点の入居者 9人） 

 2013年度は、4月 1日時点の入居者 6人と、年度途中で

入居した 19 人の 25 人を支援しながら、2012 年度までに

希望館を卒業して働いている人のうち約 20人に、生活相談やサポートを続けてきました。 

 

〈ステップ就労事業を実施。入居者以外の若者たちの自立も支援〉 

 2013年度に大きかったのは、「一般社団法人大阪希望館」で、大阪市の「地域に埋もれている求職者に対する

総合的就労支援事業」を受託したことです。（運営協議会の下に、事務局が管轄する法人で支援事業ができるよう、2012年

2 月に一般社団法人の設立登記をしました。）「大阪希望館ステップ就労事業」と呼んでいるこの事業は、2014 年 3 月

31 日までに限定された事業ですが、希望館入居者だけでなく、アパートや実家に住みながらも不安定な仕事を

せざるを得なかった若者たちも対象にしています。 

2013 年 7 月に新しくスタッフを雇用し、8 月から

研修生と一緒に、淀川河川敷や地域の市営住宅など

の清掃作業と、パソコンや社会人マナーの講習、面

接練習や地域のイベントやフリーペーパーを自分た

ちで作り上げるなどの就労訓練事業をおこないまし

た。2 か月～7 か月間の研修生延 24 名と、同年代の

スタッフ 3 名(＋熟年スタッフ 2名)が、就職と社会人と

しての自立を目指しました。事業終了の 3 月末まで

に、ほとんどの人が、就職して途中卒業したり、4月

からの就職や職業訓練・作業所などへの移行を決め

ることができました。 

〈ひとり一人に応じた自立を支援できるように〉 

 2013 年度はさらに、一般社団法人大阪希望館で、大阪市内の公園で草刈りや清掃作業をする訓練事業も行い

ました。1～2 か月間、希望館の入居者や地域の困窮者のべ 21名が参加し、うち希望館で求職活動を支援した 5

名のうち 4名はすでに就職先を見つけて働いています。（1名は求職活動中） 

 2015 年度から、全国で生活困窮者支援制度が始まります。特に若い困窮者にとっては、生活保護やホームレ

ス対策以外で、生活と就労の支援を受けられる選択肢が広がるのはいいことだと思います。この制度が「生活保

護を減らすため」ではなく、「ひとり一人に応じた自立」を支援できるものにするために、わたしたちも支援活

動を積み重ねながら、社会や行政により働きかけていかなければ、と思います。 

大阪希望館 

2013 年度報告(2014 年３月) 

 

大阪希望館運営協議会事務局 

〒531‐0074 大阪市北区本庄東 1‐6‐21  

大山第 2ビル 8 階 大阪希望館相談センター 

℡06（6374）0225 fax06（6374）0226 

Email：osaka.kiboukan@gmail.com 

HP  ： http://www.osaka-lsc.jp/kiboukan/ 

周辺地域の清掃作業 

地域公開イベント・縁パワー寄席（2013年 9月 21日） 
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2013 年度大阪希望館ステップ就労事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


